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一般国道６号は
にほんばし

日本橋を起点とし、松戸
まつど

、柏
かしわ

、取手
とり で

、土浦
つちうら

、水戸
み と

、い

わきの各市を経て
せんだいし

仙台市に至り、首都圏と太平洋側の主要都市を結ぶ延

長約３５２km の主要幹線道路です。 

国道６号のうち、
なかがわ

中川と
え ど が わ

江戸川に挟まれた東京都
かつしかく

葛飾区
にいじゅく

新宿地区から
かなまち

金町地区は、河川を渡る道路が限られていることや、自動車交通量が多

いこと、交差点が近接し踏切があることなどから、慢性的な交通渋滞が

発生していました。 

「新宿
にいじゅく

拡幅」は、主要交差点・鉄道踏切を起因とする交通渋滞の緩和

を図り、沿道周辺の都市機能の改善するために、昭和４５年度から行っ

ている延長２．１ｋｍの拡幅・立体事業です。 

新宿
にいじゅく

拡幅事業のうち金町地区（約 1.2km）は、金町立体事業として先

行整備を行い平成７年度に完成しており、残る新宿地区（約 0.9km）の整

備を進めています。 

＜位置図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．事 業 の 目 的 

■ 交通渋滞の緩和による主要幹線道路としての機能回復 

■ 沿道周辺の都市機能の改善 

新宿拡幅 L=2.1km 

再評価対象区間 L=0.9km 
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   ①事 業 区 間：自）東京都
とうきょうと

葛飾区
かつしかく

新宿
にいじゅく

２丁目 

至）東京都
とうきょうと

葛飾区
かつしかく

金町
かなまち

６丁目 

②計 画 延 長：Ｌ＝２．１ｋｍ（うち事業再評価区間は０．９ｋｍ） 

③幅 員：Ｗ＝３０～３５ｍ 

④構 造 規 格：第４種第１級 

⑤設 計 速 度：６０ｋｍ／ｈ 

⑥車 線 数：６車線 

⑦全体事業費：約３３７億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．計 画 の 概 要 ２．計 画 の 概 要 

【立体部】 

【拡幅部】 

■新宿
にいじゅく

拡幅縦断図 

■標準横断図（新宿
にいじゅく

地区） 

金町地区（整備済み） 新宿地区 

立体部 拡幅部

新宿拡幅

事業区間 Ｌ＝２．１ｋｍ 

事業再評価区間 

Ｌ＝０．９ｋｍ 

【現況】 
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（１）交通渋滞状況 

  再評価区間では、自動車交通量が多く交差点が近接していることな

どから、慢性的な渋滞が発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．事業の必要性及び効果 

②金町２丁目交差点付近（千葉方面を望む）①ＪＲ新金線付近（東京方面を望む） 

至 松戸 

至 日本橋 

至 日本橋 

至 松戸 

至
　
松
戸

至
　
日
本
橋

都平均渋滞損失時間

新宿地区 L=0.9km 

新宿地区における平均渋滞損失時間
約 ５４万人時/年・㎞

東京都における平均渋滞損失時間
約 １７万人時/年・㎞

約３倍
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（２）周辺道路の交通状況 

国道６号のうち、起点である東京都
ちゅうおうくにほんばし

中央区日本橋から千葉県我孫子市
あ び こ し

の区間における交通状況について、平成１７年度道路交通センサスによ

る交通状況は下図に示すとおりです。 

 本事業区間である葛飾区金町では、約６万台の日交通需要があり、東

京都内平均の日需要に比べて約１万台多く、平日平均旅行速度も６．９

km/h と低くなっています。 

 

■交通量の経年変化（国道６号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■交通状況（平成１７年度センサス） 

 当区間：葛飾区金町 東京都内平均 

現況交通量（平日） 59,988 台／日 45,584 台／日 

平日平均旅行速度 6.9km/h 15.5km/h 

大 型 車 混 入 率 21.3% 15.0% 

事 故 率 171 件／億台キロ 257 件／億台キロ 
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／
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1.10
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0.96

0.91

1.09 0.91 1.03
1.04

0.89

※枠内は伸び率



 5

（３）連続する区間の整備状況 

 当該区間の都心側に位置する青戸８丁目交差点は昭和６０年に立体化

され、続く中川大橋も平成元年に７車線化されています。千葉県側の金

町地区は金町立体として平成５年６月に立体部が４車線で供用、平成７

年度には街路部を含み６～８車線で供用済みであり、新宿地区のみが未

整備区間となっています。 

 

 

平 面 図 

 

 

４車線 ７車線 ４車線 ８車線 ６車線 ４車線 

車 線 数 

 中川大橋 新宿地区 金町地区(金町立体)  

延  長  L=0.3km L=0.9km L=1.2km  

供用年度  H 元  H7、H10  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未整備区間 

（再評価対象区間） 
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（４）周辺事業計画 

年 代 周辺開発状況 対  策 

 

現 在 

（H19 年） 

 

〈道路計画〉 

○補助 136 号開通  (H20 年度予定) 

 ○補助 276 号一部開通(H20 年代前半予定) 

〈周辺開発計画〉 

①金町六丁目地区第一種市街地再開発事業

          (H21 年度予定) 

・開発面積 A=1.2ha 

・事 業 費 約 214 億円 

・整備内容 公共施設 区画街路 5号線 

      建築物  延べ A=79,855 ㎡ 

 

◆交通容量の拡大を図るため、 

現道拡幅（６車線化）による 

渋滞対策を実施する。 

 

H20 年代 

後半 

 

〈道路計画〉 

○東京外かく環状道路全線開通 

            (H27 年度予定) 

 ○補助 276 号全線開通 (検討中) 

〈周辺開発計画〉 

②三菱製紙工場跡地複合開発事業(検討中)

③土地区画整理事業地区計画等 (検討中)

 

◆周辺道路や周辺開発による国 

道６号への交通量増加を見極 

めつつ、抜本的対策である立体

化による整備を検討。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
新宿地区 金町地区

新宿拡幅

Ｂ 

Ａ 

Ｄ 

Ｃ 
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～
 



 7

（５）都市機能の改善 

 

①時間短縮による連携強化 

  新宿拡幅の整備により、外かん矢切から青戸８丁目間の通過時間が

大幅に短縮され、人・物・情報等の移動が円滑となり、都市間の連携

強化が図られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②道路騒音の改善 

新宿拡幅の整備により、道路騒音が約４dB 低下し、夜間要請限度

（70db）以下となります。 

 

 

 

  

 

 

 

 

出典：首都国道事務所試算（平成 19 年 3 月） 

所要時間の短縮（外かん矢切～青戸８丁目） 

大幅な時間短縮 

出典：整備前の値は、 

平成 17 年度道路環境センサス 
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（６）環境改善効果 

新宿
にいじゅく

拡幅の整備により、周辺地域における大気環境改善が予測され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境改善効果算定エリア 
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（１）事業の経緯（新宿
にいじゅく

拡幅全体） 

・昭和４１年７月３０日 都市計画決定（Ｗ＝３０ｍ～３５ｍ） 

・昭和４５年度     事業化 （金町地区） 

・昭和４８年度     用地着手（金町地区） 

・昭和５６年２月１０日 都市計画変更（金町地区） 

・昭和５８年度     事業化 （新宿地区） 

・昭和６０年度     工事着手（金町地区） 

・昭和６２年度     用地着手（新宿地区） 

・平成 ５年６月２９日 立体部４車線供用（金町地区） 

・平成 ７年度     街路部供用（金町地区） 

・平成１６年７月    設計用地説明会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松戸方向から日本橋方面を望む（航空写真撮影：首都国道事務所 平成 16 年度撮影） 

４．事業の経緯と進捗 

← 中川

至日本橋

至松戸

JR 新金線 

補助 136 号補助 276 号 

国
道
６
号
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（２）当初の予定 

新宿
にいじゅく

拡幅は、交通渋滞の緩和と沿道環境の改善を図るため、立体化

及び車線拡幅を順次事業化していくこととしていました。 

 

（３）現在の状況（新宿
にいじゅく

拡幅全体） 

金町地区は平成７年度に立体化事業が完了しており、新宿
にいじゅく

地区は、

用地買収及び調査・設計を促進しています。 

 

全体事業費 約３３７億円 

  うち用地費  約１８３億円 

執行済み額  約２０６億円（約６１％） 

  うち用地費  約 ７４億円（約４０％） 

供用済み延長 約１．２ｋｍ（金町地区） 
                       平成１８年度末現在 

 

国道６号の立体化を行うにあたり、法（踏切道改良促進法）指定さ

れているＪＲ貨物線（新金線）の高架化との調整を図ってきました。 

ＪＲ貨物線の立体化には莫大な事業費がかかることなどから、当面

暫定拡幅（平面）による整備を進めることで協議を交わし、現在は段

階整備（６車線化）による渋滞の緩和に向け、用地買収を促進してい

ます。 

今後は、暫定６車線化による交通状況を見極めながら、将来的な立

体化に向けて関係機関との調整を進めてまいります。 
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Ｂ／Ｃ 

路 線 名 一般国道６号 

事 業 名 新 宿 拡 幅 

延   長 ２．１ｋｍ 

 

□便益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行費用 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合 計 

基  準  年 平成 19 年 

基準年における 

現在価値（Ｂ） 
207 億円 66 億円 11 億円 284 億円 

 

□費用 

 改 築 費 維持修繕費 合 計 

基  準  年 平成 19 年 

基準年における 

現在価値（Ｃ） 
117 億円  4 億円 121 億円 

 

□算定結果 

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 

 

便益の現在価値の合計（Ｂ）   284 億円 

Ｂ／Ｃ＝               ＝ 

費用の現在価値の合計（Ｃ）   121 億円 

 

＝ ２．３ 

注) １．費用及び便益額は整数止めとする。 

２．費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

 

５．費用対効果 
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（１）事業の必要性等に関する視点 

 新宿
にいじゅく

拡幅事業のうち金町地区の立体整備は完了していますが、残る新

宿地区において、国道６号（東京都内）の中でも自動車交通量が多いこ

とや、連続する区間が拡幅、立体整備される中、当該地区が未整備で残

っているため、慢性的な渋滞が発生しており、早期の整備が必要です。 

 新宿
にいじゅく

拡幅の整備により外かん矢切～青戸八丁目間の通過時間が大幅

に短縮され、人・物・情報等の移動が円滑となり、都市間の連携強化が

促進されます。 

 また、費用対効果（Ｂ／Ｃ）は、２．３である。 

 

（２）事業進捗の見込みの視点 

新宿
にいじゅく

地区は、平成１６年度に設計・用地説明会を開催し、地元の協力

を得ながら用地買収を進めており、面積ベースで約２９％（平成１８年

度末現在）となっています。 

 今後も引き続き用地買収の促進し、周辺道路整備状況や開発動向を踏

まえ、関係機関と連携しながら、事業を推進していきます。 

 

（３）対応方針（原案） 

当事業は継続が妥当と考えており、周辺道路の整備状況や開発動向を

見極めつつ関係機関と連携し事業促進を図ってまいります。 

また、早期に整備効果を発現すべく現道拡幅（６車線化）による交通

容量の拡大を進めてまいります。 

 

６．今後の対応方針（原案） 


